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20 世紀の末には地球の資源問題や環境問題の
深刻化に伴い，世界的に資源循環型社会の構築の
必要性についての認識が広がってきた．この国際
的な流れの中で，我が国でも 1993 年には環境負
荷が少なく持続的な発展が可能な社会構築を目指
した「環境基本法」が制定された．これを受けて
2000 年 6 月には「循環型社会形成基本法」が制定
され，循環型社会形成のための基本原則と，国・
地方公共団体・事業者および国民の責務が明らか
にされた．これに合わせて建築関連 5 団体 1）は「地
球環境・建築憲章」2）を制定した．住宅分野にお
いても，2003 年 6 月に社会資本整備審議会の住
宅宅地分科会により，1966 年に制定された住宅
建設計画法を抜本的に見直し，新たな住宅政策の
基本理念を提示する「新しい住宅のあり方につい
て」という建議（案）が発表された．これにより住
宅市場におけるフロー重視からストック重視への
概念の転換が示され，国の政策としても従来のス
クラップ＆ビルドからストック重視に大きく舵を
切ることになった．2005 年に国土交通省はこれ
を受けて，「既存共同住宅団地の再生に関する提
案募集」を行い，ベターリビングを通じてその再
生に関するストック活用も含めた技術やソフトに
関する様々なアイデアの収集を行った．
????????????
ところで上記の様な建設・住宅分野の動きに先
立ち，筆者も参加している団地再生支援協会 3）お
よび NPO 団地再生研究会 4）は，種々の活動を通
じて，「団地再生」が我国においても必要であるこ
とを発信してきた．さらに 2003 年度からは大学
および高専の卒業設計の中で団地再生をテーマと
してあつかった作品を募集して優秀作を顕彰する
「団地再生卒業設計賞」を創設し，「団地再生」の重
要性を啓蒙してきた．これは 2009 年度で 7 回を
数える．これらの受賞作品はその都度，東京をは
じめ大阪・名古屋等で巡回展示されてきた．この
事業は「学生及び一般の人々の団地再生への関心
の喚起と若手担い手の育成」を目的としている．
???????
本稿では，この団地再生卒業設計賞の今までの
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受賞作品の内容を分析し，本賞が「建築ストック」
を活用するという意識を啓蒙普及し、社会的風潮
の醸成に資するものであることを確認する．過去
7 回の応募総数は 122 案で，その中の受賞作品は
29 案である．これらの全受賞作品の概要を Table 1
に示す．
審査員はいずれも建築およびランドスケープや
都市計画の専門家で，以下の通りである．
第 1 回：内田祥哉（審査委員長），野沢正光，松岡拓公雄
第 2 回：内田祥哉，石川幹子，岡部憲明，西村紀夫
第 3 回：内田祥哉，石川幹子，北村恒，西村紀夫
第 4 回：内田祥哉，大野秀敏，北村恒，西村紀夫
第 5 回：内田祥哉，大野秀敏，北村恒，木下庸子
第 6 回：内田祥哉，大野秀敏，小嶋一浩，木下庸子
第 7 回：内田祥哉，木下庸子，小嶋一浩，藤森照信
ただし，受賞案の全てが建築ストックを活用し
た作品とは限らず，全面建替え案も無い訳ではな
い．しかし，これらで提案されている住棟・住戸
あるいは団地計画に関するアイデアは，これから
の集合住宅・集合住宅団地のあり方を考える際の
参考になるものであった．
ストック活用を行っている案については，基本
的には既存の空間構造およびアクセス構造を改造
し，また，多用途化するというものである．ただ
し，注目に値することは，多くの案において建築
ストックだけが意識されているのではなく，団地
の豊かな屋外空間（Open Space）や周囲の環境もス
トックと捉えている点であろう．従って，既存建
Table 1.  1 回～ 7 回の受賞作品一覧
No. 氏　　名 大　　学 表　　題 計　画　概　要
第 1 回（2003 年）
1 加曽利千草 慶応義塾大学
団地が持つストックを活かし
た新たな都市居住空間
団地の持つ外部空間の多様性に着目し，住戸性能を確保するた
めの空間（マント空間）とその外の空間の多重性と多様性を活か
した，住戸と外部空間の関係の再構築提案
2 国沢　和朗 横浜国立大学
Recreating AIR　これからの
都市，これからの団地
都心の団地にクリエーターやアーティストを呼び込み，周囲に
開き刺激の多い場に生まれ変わる．住棟から住戸を抜き Open 
space に配置，抜かれた跡を棟内 Open space に．
3 西本　恭子 大阪市立大学 いろいろ　ごろも
団地モデュールを利用したパネル・フレーム・ユニット等を付
加することにより，構造補強，増築，EV 付加など多様な再生手
法を必要な箇所に施す工業化提案
4 牧野　恭久 東京電気大学 ダンチノユクエ
人口減少社会を迎え，団地においても減退＝低層・低密度化に
向け，小さな単位で変化していくことが必要と考え，そのため
のルール作りの提案
第 2 回（2004 年）
5 井本佐保利 日本女子大学
ナカニワとツナガル（ツイン
コリダー型住棟のゆくえ）
ツインコリダー型住棟の中庭に面して子ども施設を中心とした
コミュニティ施設を 1 階から 14 階まで連続的に挿入し，中庭に
人の動き・光・景観があふれ出す楽しい再生
6 和久　倫也
東京都立大学
大学院
団地型公共集合住宅における
賦活・更新手法の設計提案
郊外 NT. 内の公共集合住宅団地の現状を分析し，住棟切断・減
築と小規模住棟やランドマークとなるタワー棟の挿入，樹木が
成長する自然回帰等による更新手法の提案
7 本山　浩子 芝浦工業大学
団地からまちへ（金町駅前団
地のリノベーション）
11 ～ 14 階建ての団地で低層部には生活利便施設もあるが，寂
れている．人々が散策できる様に 1・2 階に商業・文化・福祉等
の施設を点在させ，様々な出会いを生む．
8 梅澤　一充
芝浦工業大学
大学院
集合再考
低層木造密集市街地の更新案．規定の大きさのキューブの組み
合わせと等価な立体格子の空地への挿入と，既存住戸との置き
換え，立体街路の設定による更新．
9 湯本　佳子 滋賀県立大学
On the Way　（のこるもの　
のこらないもの）
地方都市の築 20 年余りの団地．3F 住棟を現在の LS に合うよう
に改修．一方，寿命が尽きた住棟は順次撤去．既存樹木のライ
ンに合わせ新設棟を挿入．時間をかけた更新．
第 3 回（2005 年）
10 千葉神奈子 神奈川大学
共奏曲
（ガーデン山団地再生計画）
既存棟に新たなブロックを追加挿入，新設 20m 立方体にブロッ
クを付加または切り欠きプライベート空間を充実．それにコモ
ンスペースを加えた開かれた住まい方を提案．
11 寺崎　雅彦 東京大学 壁の拓く未来は
一部住戸をメゾネット化し，住棟に耐震補強フレーム兼住戸附
属の半屋外空間を付加するとともに，壁的住棟を挿入して既存
棟との間に中庭を形成し，庭と住戸の関係強化．
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12 斎藤隆太郎 東京理科大学
住宅 772
～ 772 戸の住宅と住む～
高層住棟による団地の市場価値に対するアンチテーゼとしての
低層高密度建替え．家族間で起こる相互扶助による子育て・高
齢化等の課題を集落的集住形態で解決．
13 船方　　峻 日本大学 ダンチノアシタ
地方都市郊外の集合・戸建共存ニュータウンにおけるセンター
機能やサブ機能を持つ多機能共用施設の挿入とそのネットワー
クづくりによる循環型地域社会の再構築．
第 4 回（2006 年）
14 山崎　　勉
工学院大学
大学院
団地再生を媒介としたマチの
活性化
地方都市の用水路上に建設された下駄履き住宅複数棟を，種地
となるビルへの周辺地区店舗等の移転を端緒に，地区を巻き込
んで当該建物を順次更新するプログラム．
15 谷口景一郎 東京大学
もりにしずむ
－TOYAMA PLOJECT－
都心の団地の外部空間の豊かさの活用と住棟の切断・減築やメ
ゾネット化，及び団地外からの新しい用途や建築の浸透．ストッ
クとしての外部空間の活用と建物の順次更新．
16 桐澤　　航 日本大学 「亜団地」
既存棟を耐震フレームで補強し，住棟前後に段状の増築をし，
住戸に附属する戸外空間やコモンガーデン等，きめ細かく利用
できる多様な外部空間の創設により更新．
17 小嶋　咲紀 立命館大学 Feeling Paths
地方都市の住宅団地も，高齢化・人口減少にやがて直面する．
団地の持つ豊かな屋外空間と周辺の自然豊かな環境を繋ぎ，強
化することで保養・環境療法に利用する．
第 5 回（2007 年）
18 圓木　裕基 横浜国立大学 Re:Scape
既存棟に布を掛ける様に構築された新たな外部・内部空間の導
入して，既存棟を活かして団地を覆い，その新に出来た内外空
間を団地の更新に活用する．
19 陳　　毅哲 東京大学 隣人≠隔壁人
地域（上海）特有の空間システムとコミュニティを持つテラス型
都市住宅（里弄住宅）の前面に，新たな空間システムの架構付加
で発生するアクティビティーによる価値付け
20 足立　理紗 昭和女子大学 uzu 渦×団地
渦状の壁を用いた住戸平面の生成．渦の周囲を半屋外空間とし
て，これを積層する棟構成．半屋外空間を集う場所にし，団地
を住みよい場所に．反 nLDK・箱型建築の提案．
21 村田　裕紀 琉球大学
四角いこもれびの中で集まっ
て住む　－風景の再生－
戸建住宅を含む一般市街地の中に，Private と Public を繋ぐ Com-
mon ＝「共」の空間を挿入し，空間を重ね合わせる気配の相互浸
透による新たな風景の再生
第 6 回（2008 年）
22 新山　直広 京都精華大学 継街　tsugi-machi
大規模 NT. の集合住宅団地における，既存住棟の盛土による埋
設と盛土部下部への住戸の移転．既存住棟の解体撤去いよる図
と地の反転．団地のヤオトン化による埋葬．
23 亀田　康全 明治大学
様相の明滅　（敷地を建築に
する事について）
既存のソリッドな構造体の外部に多孔質の構造体を付加し，そ
の内部に展示室やアトリエが点在し回遊路が設定される．既存
構造体は住居・Museum・Workshop に変化する．
24 田川　遼史 千葉工業大学
多摩ニュータウン諏訪団地の
再開発計画
住棟前にその半分の容積の空間を増設し，それらを連結した上
部を水平移動の空間として利用．敷地高低差の足元に高低差を
解消する店舗等を挿入し，水平垂直移動を助ける．
25 島田　佳香 東京電気大学 public space → private space
既存住棟内の住戸の区画を水平から垂直に変更し，垂直方向に
切り分けられた住戸が増改築等により変化することにより，既
存の周辺の街の様に個々に変化する街になる．
第 7 回（2009 年）
26 近藤　真巧 明治大学
Augmentation HOUSES 
（既存団地を敷地周辺に近づ
けていく次世代集合住宅）
都心の一等地の団地を，団地周囲の建物のスケールを勘案し，
住棟を切断・減築に加えて周囲の町の建物に近いスケールで増
築しつつ，多様な用途を導入することにより，団地を周囲に開
いていく．
27 豊後亜梨紗 近畿大学 せいかつしあう
地方中核都市の公営住宅団地を低層高密度化し，住棟内の住戸
相互の間にパブリックな空間を挿入することで，住民同士の交
流の契機を生み出し，生活空間を流動化させる．
28 木全　瑛二 名古屋工業大学 オルフェの生まれる団地
地方都市郊外の多国籍な中層団地．住棟を貫通して団地内を経
巡るルートを設定し，住棟貫通部や要所にコミュニティ施設や
学習支援施設等を導入し，住民間の交流を促す．
29 山田　祥平 宮城大学
つながる日常風景　～個から
共へ　生活空間の開放～
地方中核都市の中層団地．当該団地の住棟 1 階をコレクティブ
ハウスにし，向かい合う二棟単位で共用空間を保有する．屋外
やパブリックな共用空間で周辺住民とも交流．
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築だけを活用するだけではなく，豊かな屋外空間
を，今後の団地生活においていかに活用するかと
いう点にも相当力を注いでいる案が多い．
??????????????
これらの受賞作品を分析してみると，幾つかの
傾向が見えてくる．
??????????????????????
これらの案はストック活用を行っている訳では
ない．しかし，集合住宅や団地を考える際に考慮
すべき視座を提供するものとなっている．
No.20（Fig. 1）は自身が団地で暮らした経験を
基に，新たな住戸・住棟の提案を行い，既存の集
合住宅の考え方に反省を迫るものである．
No.12（Fig. 2）は，既存高層団地の全面建替え
の計画であるが，高層住棟での近所づきあいの希
薄な住まい方に疑問を抱き，住民相互の親密な付
き合いを誘発する様な集落的低層高密度居住を提
案している．これにより，現在の団地が抱える子
育て・高齢化の課題等もコミュニティの力で解決
できる部分があることを提示している．
この様な低層高密度居住の指向は No.27 でも同
じ様に見ることができる．
??????????????????????
???
これには大半の案が該当するが，No.2，No.6，
No.9，No.10，No.18，No.22，No.24 等が代表例
である．No.6 は切断と減築に加え，従前とは異
なる規模や向きの棟を挿入することで，団地内の
風景を一変させる提案である．
No.9 は，地方都市の小規模団地で寿命の長い
樹木に着目し，寿命の尽きた棟から順次撤去し，
既存樹木を残しながら新設棟を挿入する時間を掛
けた更新を提案．
No.10（Fig. 3）は，既存棟に新たな空間ブロッ
クの挿入，上下を繋ぐメゾネット化などで居住空
間を拡充する．更に，20m 角立方体に切り欠き付
け足しをした新設棟を配置し，団地内にリズムを
生み出す．住戸近くにコモンスペースを付加する
ことで開かれた生活を提案している．
No.18（Fig. 4）は，団地に布を被せる様な非建
築的手法で新たな内部・外部空間を創出し，その
内外の新たな空間を活用して，外部空間や住戸及
び利便施設等として更新に利用するという考えで
ある．実現の可否はさておき，新たな手法による
新しい団地景観の創出が意義深い．
No.22（Fig. 5）が他の案と大きく異なるところ
は，団地を埋葬しようとするところである．建築
ストックの活用ではないが，人口減少の末の低利
用団地の行く末を暗示しているようでもある．住
棟の周囲に盛土をし，盛土の中に必要な住居や施
設を収容した後に既存棟を撤去することで，撤去
跡にはボイドな空間が残り，団地がヤオトン状に
なる．
Fig.  1.  No.20 の新しい集合住宅の提案
Fig.  2.  N0.12 の高層団地の低層高密度建替え Fig. 3.  既存棟への付加と，多様な空間を持つ新設棟
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No.24 は高低差のある敷地の移動を補助する水
平・垂直動線を，増築棟を利用して確保し，生活
空間と生活利便の更新を図るものである．増築は，
住棟と店舗やコミュニティ施設等の共用施設の双
方が導入されている．店舗等の共用施設は，団地
中央の東西で高低差が大きい部分の足元に設けら
れて，住民に均等な利便に供する．
??????????????
大半の団地が住用途のみで構成されている点に
疑問を抱き，多くの案で団地内に生活上必要な諸
機能や街として必要な機能を導入して周辺と繋げ
る試みも多く見られる．
No.5（Fig. 6）は，ツインコリダー型の 14 階建
て住棟の中庭＝ボイドとして空けられた空間に向
けて，各階に様々なコミュニティ施設を挿入する
ことにより，そこからアクティビティーが行為と
しても眺めとしてもあふれ出すことで居住者の活
性化に繋げようとする，巨大住棟の更新計画であ
る．
No.7 は，11 ～ 14 階建ての集合住宅団地で，足
元には商業施設や生活利便施設も集約的に配置さ
れているが，現状は寂れている．計画は，これら
の施設を団地内低層部の散策ルート上に分散配置
することにより，そこを外部の人も含めて楽しく
巡ることを目論んだものである．
No.22（Fig. 7）はソリッドな構造体である既存
住棟の周囲に，新たに柔らかで多孔質な構造体
を付加し，その新しく付加された構造体の中に展
示室やアトリエを点在させて，これらを回遊路で
連絡することによって，団地外部からのアクティ
ビティーを呼び込むという案である．既存住棟は
住居ばかりでなく，Museum や Workshop に変化
する．
??????????????????????
No.1（Fig. 8）は，団地の持つ外部空間の多様性
に着目した．住棟直近で住戸性能を大きく左右す
るマント空間と，その外の屋外生活の場の領域に
分け，それを更に意識レベルで細分化し多様な空
間を提供する．
No.17（Fig. 9）は，地方都市における高齢化問
題などを団地再生によって緩和するという意欲的
な案である．団地内とそれに隣接する豊かな自然
Fig. 7.   雲の内部に配された機能は既存棟を変化させ，
街の人を導入
Fig.  5.   周囲を盛土された既存住棟が撤去されるとヤオ
トン状になる
Fig.  6.  様々な施設での活動が中庭側から見えるFig.  4.  No.18 の布で団地を覆う様な新しい更新手法
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環境を，団地から多方向に伸びるループ状の散
策路で繋ぎ，高齢化する住人の癒しや園芸療法
を提供するという提案である．
?????????????????????
No.3（Fig. 10）は，団地が持つ寸法系列に配慮
して，各種の工業化されたパネル，フレーム，ユ
ニット等を用意し，これらを構造補強，増築，
EV 付加などが必要な箇所に取り付けることによ
り，単調な住棟が多彩な表情になるとともに，生
活も多彩なものになる提案である．
???????????????????????
No.14（Fig. 11）は，水路上に建てられた下駄履
き住宅の再生なので特殊解の様に見えるが，周辺
の町と団地との間で緊密な移転システムを作り上
げることにより，団地の再生を中心に地域での
様々な更新に係る仕事が作り出されることを目指
す普遍的な意義を持つ．
この案では，地区外の種地のビルに周辺地域の
店舗等を集中移転させ，次にその跡の店舗等を改
修して団地内の店舗等を移し，空いた地区内の建
物を改修する．この様に連鎖的に更新を起こし，
それに係る仕事を連鎖的に発生させることで「団
地再生産業」が成立する．
??????????????
地方都市では，集合住宅団地だけでなく，郊外
に開発された住宅地において疲弊が激しい状況が
ある．No13.（Fig. 12）はこの様な地域の再生に対
する提案である．店舗やコミュニティ施設を持つ
多機能なセンターやサブセンターを要所に分散配
置し，そのネットワークを作ることでコミュニ
ティの力を再活性化する．
Fig. 8.   屋外に多様な空間を用意し，団地生活に潤いを
与える
Fig.  9.  団地周囲の自然を取り込み，住民の生活に活かす
Fig. 10.  工業化部品による住棟の改修と多様化
Fig.  11.   地区周辺との関係で連鎖的に起こる更新のプ
ログラム
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団地再生卒業設計賞の受賞作品にみるストック活用
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???
ここに提示したものは，学生の卒業設計の作品
であるので，もとよりそのまま実施に移行できる
即物的技術やデザインが期待できるものは少な
い．しかし実現性は二の次としても，その考え方
やアイデアはそれなりの普遍性を持ち，ストック
を活用する際に大いに参考になるものである．同
時に既成概念に捕らわれない様々なアイデアが生
まれている．
例えば日本では，資産とは土地や建物と捉えら
れている場合が多いが，環境や景観あるいは人の
つながりなどもその地域固有の資産と考えること
ができる．従って，ストックとは既にそこにある
建築だけを言うのではなく，外部空間や人の繋が
りあるいは景観など，地域の財産と言えるものも
ストックなのである．これらの卒業設計賞受賞作
品では，学生達は上記の様なスックを活かすこと
を真剣に考えていることが明らかになった．直ぐ
に実行に移せそうなアイデアとしては， No.3 の改
修部品の工業化や，No.14 の作品に見られるよう
な，再生が地域の産業振興に役立つプログラムの
アイデアを提示したものもある．また，閉鎖的な
団地を周辺に開く点も共通に見ることができる．
これは既存団地がほぼ共通に持つ課題でもあり，
様々な機能を導入することにより，団地を周囲に
開かれた存在とする手法は受け止める必要があ
る．一方，これらの有用なアイデアを実現するの
はプロの仕事である．
この様に，学生がストック活用を強く意識する
ことで，将来的には，その種の業務の増大・活性
化につながる可能性が出てくる．同時に，社会的
な意識の醸成にも役立つと言える．
?
1 ） 建築関連 5 団体＝日本建築学会，日本建築士会連
合会，日本建築士事務所協会連合会，日本建築家
協会，建築業協会の 5 団体
2 ） 地球環境・建築憲章＝地球環境の保全に取り組む
姿勢として，建物の長寿命化，自然共生，省エネ
ルギー化，省資源・循環化，文化風土の継承等に
取り組む事を宣言している．
3 ） 団地再生支援協会＝老朽化・高齢化した住宅団地
を再生させるための活動を産業的視点から分担し，
再生の実現を支援しコミュニティの存続と住民生
活の安定化に寄与することを目的とする一般社団
法人．社団法人団地再生産業協議会が 2009 年度に
改組された．近藤正一会長．NPO 団地再生研究会
と共同で出版・シンポジウム開催等の啓蒙活動に
積極的に取り組んでいる．
　　筆者は理事の一員でもある．
4 ） NPO 団地再生研究会＝団地再生に資する研究等を
目的に 2002 年に設立された．野沢正光会長．団地
再生支援協会と共同で団地再生に関する各種の啓
蒙活動にも取り組む．筆者は理事の一員でもある．
Fig.  12.   多機能センター＆サブセンターのネットワー
ク作りで活性化
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